
重要なお知らせ

液晶ディスプレイの上手な使い方

国内専用

日本国内専用です
この液晶ディスプレイは日本国内用として製造・販売しています。
日本国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。
またこの商品に関する技術相談、アフターサービス等も日本国外ではおこなって
いません。
This color monitor is designed for use in Japan and can not be used in any 
other countries.

キャビネットのお手入れ
お手入れの際は電源プラグを抜いてください。柔らかい布で軽くふき取ってください。汚れがひどいときに
は水でうすめた中性洗剤に浸した布をよくしぼってふき取り、乾いた布で仕上げてください。溶剤をご使用
の際は“推奨の溶剤でお手入れする”にて使用できる溶剤をご確認ください。

液晶パネルのお手入れ
パネル表面は傷つきやすいので、硬いもので押したりこすったりしないように、取り扱いには十分注意してください。
パネル表面は触指などにより汚れることのないようにご注意ください。パネル表面が汚れた場合には、乾いた布で軽く
ふき取ってください。またきれいな布を使用されるとともに、同じ布の繰り返し使用はお避けください。

上手な見方
明るすぎる部屋は目が疲れます。適度な明るさの中でご使用ください。
また、連続して長い時間、画面を見ていると目が疲れます。

部品寿命による影響
保証期間を超えて長くご使用した場合、部品劣化によるリスクが高まりますので、製品の買い替えのご検討をお願いします。

残像について
残像とは、長時間同じ画面を表示していると、画面表示を変えたときに前の画面表示が残る現象ですが、故障ではありません。
残像は、画面表示を変えることで徐々に解消されますが、あまり長時間同じ画面を表示すると残像が消えなくなりますので、同じ画面を長時間表
示するような使い方は避けてください。
「スクリーンセーバー」などを使用して画面表示を変えることをおすすめします。

プラグを抜く

プラグを持つ

ぬれ手禁止

禁止

禁止

使用禁止

手の挟みこみ
に注意

電源コードは注意して取り扱う
電源コードが破損すると、火災・感電の原因となることがあ
ります。
・ ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない
・ 電源コードやケーブル類をつけたまま移動しない
・ 電源プラグを奥までさしこむ
・ 電源コードの抜き差しはプラグ部分を持っておこなう
・ 電源コードが容易に抜けるのを防止する
・ お手入れの際は電源プラグを抜く
・ 電源プラグのほこりなどは定期的に取る
・ 長期間の旅行、外出のときは電源プラグを抜く
・ アース線を接続する
本機は電源コードのアース端子を大地アースに接続することを前提に設計されてい
るアースつき2芯プラグ機器です。機器の安全確保のため、電源コードのアース接
続線を、コンセントのアース端子に接続し、機器のアースを確実にとってご使用く
ださい。アースを接続しないと感電するおそれがあります。アース工事は専門業者
にご依頼ください。アースの接続は、必ず電源プラグをコンセントに差し込む前に
おこなってください。また、アースを外す場合は、必ず電源コンセントから抜いて
からおこなってください。

スタンドに指をはさまない
スタンド調節時または市販のアーム取り付け時に指や手をはさむとけがの原因となることがあります。

推奨の溶剤でお手入れする
ベンジンやシンナー、アルカリ性洗剤、アルコール系洗剤、ガラスクリーナー、ワックス、研磨クリー
ナー、粉石鹸などでふいたり、殺虫剤をかけたりしないでください。変質・ひび割れしたり、塗装がは
げる原因となることがあります。（化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。）
また、ゴムやビニール製品などを長時間接触させたままにしないでください。キャビネットおよびス
タンドが変色したり、変質・ひび割れするなどの原因となることがあります。
パネル表面のお手入れに溶剤を使用される場合は水、エタノール、イソプロピルアルコールを推奨い
たします。その際は溶剤が残らないようにしてください。推奨以外の溶剤（酸、アルカリ、アセトン等）
は使用しないでください。溶剤類や水滴等がディスプレイ内部に入ったり表示面以外のディスプレ
イ表面に付着すると、商品を破壊するおそれがありますのでご注意ください。

ヘッドホンを装着したまま接続しない
音量によっては耳を傷める原因となることがあります。

スタンドまたは市販のアームを取り付ける場合
市販のアームを取り付ける際は本機を支えるのに十分なものをご使用ください。アームまたはスタンドを取り付ける際は
指定のネジを使用し、しっかり締めてください。液晶ディスプレイの転倒または落下の原因となることがあります。

プラグを抜く

しっかり
差し込む

ほこりを取る

１年に一度は内部掃除をする
内部にほこりがたまったまま使うと、火災や故障の原因となることがあります。
内部掃除は販売店にご依頼ください。

内部掃除

電源コードおよびUSBケーブルは束ねて（丸めて）固定せずに使用する
ケーブルが発熱して火災の原因となるおそれがあります。

ディスプレイや置き台には乗らない
ディスプレイや置き台には乗らないでください。
また、キャスター付き置き台にディスプレイを設置する場合は、必ずキャスター止めをしてください。ディスプレイが倒れ
たり、置き台が動いたりしてけがの原因となることがあります。

液晶を口にしない
液晶パネルが破損し、液晶がもれ出た場合は、液晶を吸い込んだり、飲んだりしないようにしてください。
中毒を起こすおそれがあります。万一口に入ってしまったり、目に入ってしまった場合は、水でゆすいでいただき、医師の
診断を受けてください。手や衣類に付いてしまった場合は、アルコールなどでふき取り、水洗いしてください。

アース線を
接続せよ

風呂場や水のかかるところに置かない
水などがディスプレイの内部に入った場合はすぐに本体の電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてお買い上げの
販売店にご連絡ください。そのまま使用すると、故障・火災・感電などの原因となります。

正しい電源電圧で使用する
日本国内専用です。
指定の電源電圧以外で使用すると火災・感電の原因となります。
一般のご家庭のコンセント（AC100V）でお使いいただくための電源コードを添付しております。AC100V以外で使用し
ないでください。
本機に添付している電源コードは本機専用です。安全のため他の機器には使用できません。

ディスプレイの清掃時に気を付けること
付着したほこりの除去に可燃性ガスのスプレーを使用しないでください。
火災の原因となります。

禁止

指示

水ぬれ禁止

禁止

異物をいれない
火災・感電の原因とな
ります。
特にお子さまにご注意
ください。

アースリード線を挿入・接触しない
電源プラグのアース
リード線を電源コンセ
ントに挿入・接触させ
ると火災・感電の原因
となります。

禁止

ポリ袋で遊ばない
本体包装のポリ袋を頭からかぶると窒息の原因となります。
特にお子さまにご注意ください。禁止

設置禁止

禁止

屋外での
使用禁止

雷が鳴り出したら、電源コードなどには触れない
雷が鳴り出したら電源コードなどには触れないでください。
感電の原因となります。

接触禁止

注意
設置するときに気を付けること
移動や設置の際は十分な安全を確保できる人数でおこなってください。
落下してけがの原因となることがあります。
布などで通風口をふさいだり、以下の場所に設置したりしないでください。
風通しが悪かったり、置き場所によっては、内部に熱がこもり、火災や感電の原因となることがあります。
・ 狭い場所
・ 直射日光や熱器具のそば
・ 振動の多い所
・ 湿気、ほこり、湯煙、湯気の当たる所
・ 屋外
・ 温度、湿度が急激に変化し結露ができやすい環境
結露が起きたときには、結露がなくなるまで電源
を入れずに放置してください。
そのまま使用すると故障の原因となることがあります。

取扱説明書で示している設置以外での設置はおこなわないで
ください。

安全のために必ず守ること1

警告

警告

注意

プラグを抜く

使用禁止

この取扱説明書に使用している表示と意味は次のようになっています。
誤った取り扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

図記号の意味は次のとおりです。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡や大けがをするなど人身
事故の原因となります。
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり周囲の家財に損
害をあたえたりすることがあります。

　 記号は注意（警告を含む）をうながすことを表しています。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。

　 記号はしてはいけないことを表しています。
図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

　 記号はしなければならないことを表しています。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く）が描かれています。

故障したときは電源プラグを抜く
ディスプレイから煙が出ている、変なにおいがする、変な音がする場合や、ディスプレイを落としたりキャビネットを破損
した場合は、ディスプレイの電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。火災・感電の原因となるだけでは
なく、視力障害の原因になります。販売店に修理をご依頼ください。
お客様による修理は危険ですから絶対におやめください。

電源コードを傷つけない
電源コードは大切に取り扱ってください。
コードが破損すると、火災・感電の原因となります。
・ 添付されているもの以外の電源コードは使用しない
・ コードの上に重い物をのせない
・ コードをディスプレイの下敷きにしない
・ コードの上を敷物などで覆わない
・ コードを傷つけない、加工しない
・ コードを無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしない
・ コードを加熱しない
電源コードが傷んだら（芯線の露出・断線など）販売店に交換をご依頼ください。

地震等での製品の転倒・落下によるけがなどの危害を軽減するために、転倒・落下防止対策をおこなう
転倒・落下防止器具を取り付ける壁や台の強度によっては、転倒・落下防止効果が大幅に減少します。その場合は、適当な
補強を施してください。また、転倒・落下防止対策は、けがなどの危害の軽減を意図したものですが、すべての地震に対し
てその効果を保証するものではありません。

使用禁止

傷つけ禁止

ディスプレイがぐらつく、またはスタ
ンド部にひびや亀裂がある場合は使わ
ない
そのまま使用すると、液晶ディスプレ
イが落下してけがの原因となります。

裏ぶたを外さない、修理・改造をしない
内部には電圧の高い部分があり、さわると感電の
原因となります。修理の場合は販売店へお問い合
わせください。

分解禁止

修理・改造禁止 

禁止 使用禁止

傾斜面や不安定な場所に置かない
落ちたり、倒れたりしてけがの原因
となります。

キャビネットを破損した
ときは使わない
火災・感電の原因となり
ます。 禁止

液晶パネルに衝撃を加えない
破損してけがや故障の原因となることがあります。

マルチシンク液晶ディスプレイ

ユーティリティーディスクｘ2
（品質管理ソフトウェア）
（電源管理用ソフトウェア：
Power Save Management Software）

信号ケーブル DisplayPort ケーブル

ネジ4本

セットアップマニュアル

保証書

電源コード USBケーブル

付属品以外は非添付です。
付属品以外のケーブルで接続する場合は市販品を別途ご購入ください。

設置について

開梱したとき、スタンドは所定の位置でロックされています。スタンドを一番下まで押し下げた状態で、スタンド下部のロックボ
タンを後ろから見て左側に動かすことでロックが解除されます。

・ 接続の前にスタンドのロックを外し、本体を一番上まで上げてください。
・ DVI-D ー DVI-D ケーブルおよびDisplayPort ケーブルは付属品をご使用ください。
・ 信号ケーブルを接続する前に、本機、コンピューターおよび周辺機器の電源を切ってください。
・ 取り扱いの際に LCDパネル表面に強い力がかからないようにしてください。

USBケーブルのコネクターの形状および向きをよく確かめてから接続してください。

本機を使用する場所に設置してください。

スタンドのロックを解除する
スタンドを一番下まで押し下げた状態で、スタンド下部のロックボタンを後ろから見て左方向に動かします。

PCリサイクルマーク　お申込みのご案内

この度は、弊社ディスプレイをお買い上げいただきありがとうございます。
資源有効利用促進法に基づき、本商品をご購入いただいた個人のお客様には、お申込みにより無償でPCリサイクルマークのシールをお送りします。

個人のお客様の場合：
PCリサイクルマークのお申し込みは、リサイクル窓口ホームページから受け付けます。
詳しくはWebサイト(https://www.nec-display.com/jp/environment/recycle/display.html)をご参照ください。

支給されたPCリサイクルマークのシールをディスプレイ本体の見えやすい場所に貼り付けてください。
 1度剥がしてしまうと2度貼りができないため無効となりますので、貼り付け時には充分に留意願います。また、

PCリサイクルマークの再発行は有償となります。紛失、汚損等にはご注意ください。

法人のお客様の場合：
PCリサイクルマークのお申込みは、おこなえません。
また、PCリサイクルマークが添付された商品を排出する場合でも産業廃棄物の扱いとなります。

注意  ：

(1) 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。
(2) 本書の内容について、将来予告なしに変更することがあります。
(3) 本書の内容については、万全を期して作成しましたが、万一誤り、記載もれなどお気付きの点がありましたらご連絡ください。
(4) 本書に記載されてる画像およびイラストは参考用のため、実際と異なる場合があります。
(5) 本機の使用を理由とする損害、逸失利益等の請求につきましては、当社では（3）項および（4）項にかかわらず、いかなる責任も

負いかねますので、あらかじめご了承ください。

■ このセットアップマニュアルをよくお読みになり、正しくお使いください。
 特に「安全のために必ず守ること」は、液晶ディスプレイをご使用の前に必ず読んで正しくお使いください。
■ 保証書は必ず「お買上げ日・販売店名」などの記入を確かめて、販売店からお受け取りください。
■ セットアップマニュアルは「保証書」とともに大切に保管してください。

セットアップマニュアル

MultiSync P212
MODEL :  P212-BK

添付のケーブルを使用してください。DVI、ミニD-Sub 15ピンについてはコア付きケーブルを使用してください。 
HDMI、DisplayPort、USBはシールドタイプを使用してください。
これ以外のタイプのケーブルを使用した場合、受信障害の原因となることがあります。

本商品は社団法人電子情報技術産業協会が定めた「表示装置の静電気および低周波電磁界」に関するガイドラインに適合しています。

TCOに認証された当社の液晶ディスプレイの一覧表と該当するTCO Certification（英語のみ）は、
当社ホームページ https://jpn.nec.com/products/ds/display/tco/index.html をご覧ください。

JIS C 0950( 通称 J-Moss)とは、電気・電子機器の特定の化学物質の含有表示方法を規定した日本工業規格です。
特定の化学物質（鉛、水銀、カドミウム、六価クロム、PBB、PBDE）の含有状況により、次の2種類の表示マークがあります。
・ 含有マーク：特定の化学物質が含有率基準値を超える製品に付与するマーク
・ グリーンマーク：同化学物質が含有率基準値以下（但し除外項目あり）である製品にメーカーが任意で表示することができ
るマーク
本製品に表示されているマークは、グリーンマークです。
製品の情報は、https://www.nec-display.com/environment/j-moss.html をご覧ください。

注意

（ミニD-Sub 15ピン /DVI-D ピン入力時）
オーディオケーブル（市販）のプラグを音声入力端子に奥までしっかり
差し込みます。

（DisplayPort/HDMI 入力時）
DisplayPort ケーブルまたはHDMI ケーブル（市販）で接続した場合、
本接続は不要です。

オーディオケーブルは3.5φステレオミニプラグをご準備ください。

画面を上方に傾けたほうがケーブル類の接続が簡単におこなえます。

本機のチルト角度を変えても、電源コードが外れないことを確認してください。

・ コンピューターによってはDisplayPort またはHDMI から音声を出力する場合、コンピューター本体の設定変更が必要とな
る場合があります。詳しくはお使いのコンピューターの取扱説明書をご確認ください。

・ オーディオケーブルはステレオミニプラグを使用してください。
・ 接続するオーディオ機器やコンピューターの音声出力端子の形状がステレオミニジャックの場合は、オーディオケーブルは抵
抗なしを使用してください。

・ 抵抗ありのオーディオケーブルを使用した場合、音量が大きくならなかったり、音声が出ない場合があります。

・ コンピューター本体の電源コンセントに接続するときは、本機の使用に十分な電源容量が供給されることを確認してください。
・ 電源コードは本体に接続してから電源コンセントに接続してください。
・ スタンドを上げた状態でケーブル類をスタンドのフックにかけてください。設置後にスタンドを上げた際に必要となるケーブ
ルの長さが確保されます。

・ ケーブル類はスタンド左右のフックに確実に入れてください。また左右のフックに均等になるようにかけてください。
・ 画面を前後に動かし、ケーブル類に十分な余裕があることを確認してください。ケーブル類のたわみが不十分な場合は、
ケーブルの断線などが発生する原因となります。

付属品の確認 お買い上げいただいたときに同梱されている付属品は次のとおりです。
万一不足しているものや損傷しているものがありましたら、販売店までご連絡ください。

DVI-D̶DVI-D ケーブル
（デジタル接続用）

オーディオケーブルを接続する3

電源を接続する4

1 電源コードの一方の端を、本機の電源入力コネクターに差し込む

3 ケーブルカバーを下に下げる（ケーブルマネージメントをご使用の方へ）

4 アースリード線を接地（アース接続）する

奥までしっかりと差し込んでください。

2 ケーブルカバーを一番上まで上げ、電源コード、信号ケーブル、USBケーブル、オーディオケーブル（市販）
をスタンドのフックにかける

※ケーブルマネージメントをご使用にならない場合はこれらの作業は不要です。

接続する

1 USBケーブルのUSBポート（タイプB）を本機のUSBアップストリームポートにしっかり差し込む

2 USBケーブルのUSBポート（タイプA）をコンピューターのダウンストリームポートに差し込む

信号ケーブルおよび変換アダプター（市販）は、接続後必ずそれぞれの固定ネジで確実に固定してください。
信号ケーブルを接続する1

USBケーブルを接続する2

注意
USBケーブルは束ねて（丸めて）固定せずに使用してください。ケーブルが発熱して火災の原因となるおそれがあり
ます。

接続3ご使用の前に2

グリーンマーク

音声入力端子

オーディオ
ケーブルプラグ

For use in Japan only

熱器具のそば

コードをひっぱる

やぶれ

下敷き



・ 表示された電源電圧以外で使用しないでください。
火災・感電の原因となります。

・ 本機には一般のご家庭のコンセント（AC100V）でお
使いいただくための電源コードを添付しております。

 AC100V以外で使用しないでください。
・ 電源プラグのアースリード線は必ず接地（アース）
してください。

 なお、アース接続を外す場合は、必ず電
源プラグをコンセントから抜いてから
おこなってください。

 また、電源プラグのアースリード線は電
源コンセントに挿入または接触させな
いでください。火災・感電の原因となり
ます。

・ 本機に添付している電源コードは本機
専用です。安全のため他の機器には使用
しないでください。

アームを取り付ける際は、下記要領で取り付けてください。

注意
ヘッドホンを装着したまま接続しないでください。
音量によっては耳を傷める原因となることがあります。

注意
・ 本機を回転させる場合は必ず電源コード、信号ケーブルを外してからおこなってください。
 外さずに回転すると、ケーブル類が引っ張られ、ケーブルホルダーが破損するおそれがあり、けがの原因となること
があります。

・ 本機を回転する場合は、必ず本機を一番高い位置までスライドし、画面を上方に傾けてください。低い位置のまま回
転すると、指を挟むなど、けがの原因となることがあります。また、机にぶつけるなど、事故の原因となることがあり
ます。

注意
・ ネジゆるみ防止のためすべてのネジをしっかりと締めて
ください。

 （ただし、締めつけすぎるとネジがこわれることがありま
す。98～137N・cmが適切な締付トルクです。）

・ 液晶ディスプレイの表示部を下にし置いたまま固定でき
ないときは、2人以上で取り付け作業をおこなってくださ
い。落下してけがの原因となることがあります。

・ 取り付け作業をおこなう前に、アームの取扱説明書を必ず
読んでください。

・ アームの取り付けはお客様の責任においておこなってく
ださい。

 万一事故が発生した場合でも、当社はその責を負いかねま
すのでご了承ください。

・ アームを取り付ける際は、必ず図の仕様のネジをお使いく
ださい。

 それ以外のネジを使用した場合は、本機が故障する原因と
なることがあります。

警告

電源コンセントの周辺は、電源プラグの抜き差しが容易なようにしておいてください。

2回目以降は LANGUAGE SELECTIONは表示されません。
各設定項目については「画面調節（OSD機能）」をご覧ください。

5 電源プラグをAC100V電源コンセントに接続する

6 本機の電源を入れてから、コンピューターの電源を入れる

1 OSDの言語設定をおこなう

2 高さと角度を調節する

調節をおこなう5

コントロールボタンを押してOSD画面を表示する。
LANGUAGE SELECTIONの画面が表示されるので、               ボタンを押して使用する言語を選択する。
EXIT ボタンを押してOSD画面を消す。

困ったとき4 付録5

注意
アームは本機を支えるのに十分なものを選んでください。

注意
ケーブルカバーは取り外せません。無理に外そうとしないでください。
けがの原因となることがあります。

市販のアームについては販売店にお問い合わせください。

ボタン類をテーブルなどに直接あてないように注意してください。

・ スタンドを取り付ける場合は、逆の手順でおこないます。
・ スタンドの取り付けはお客様の責任においておこなうものとし、万一事故が
発生した場合、弊社はその責任を負いかねますのでご了承ください。

1 ケーブルカバーを一番上まで上げる

4 図のようにレバーを押しながらスタンドを持ち上げて取り外す

2 本機、コンピューターおよび周辺機器の電源を切ってから、電源コード、信号ケーブルを取り外す

3 平らで安定した場所に柔らかい布を敷き、液晶パネルを下向きにして置く

スタンドの取り外し方

1 付属のネジを使って、下記仕様のアームを取り付ける

アームの取り付け方

品質管理ソフトウェア（GammaComp MD QA）の目標輝度設定
品質管理ソフトウェア（GammaComp MD QA）を使用する場合は以下の設定をおこなってください。

市販のアームを取り付けるとき
本機にはVESA規格に準拠した（100mmピッチ）市販のアームを取り付けることができます。

取り付け可能アーム：
取り付け部厚み2.0mm～3.2mm
VESA規格準拠（100mmピッチ）

NECディスプレイについてのお問い合わせや修理のご依頼などは、担当の相談窓口にご相談ください。

お願い 部署名、電話番号、受付時間などについては変更になることがありますのでご了承願います。
最新情報につきましては、当社ホームページにてご確認ください。

NECディスプレイの使用方法、機能、性能、パソコンとの接続などについての疑問は、
インターネットホームページでも情報を公開しております。
「取扱説明書」＊ をご確認いただくか、下記技術相談窓口へお問い合わせください。
＊：https://www.nec-display.com/dl/jp/dp/man_dim/index.html

NECサービス窓口のご案内

使用方法についてのご相談

本機を廃棄するには（リサイクルに関する情報）
本製品は「資源有効利用促進法」に基づく指定再資源化製品です。希少資源の再利用のため、不要になった
製品のリサイクルにご協力ください。詳しくは当社Webサイトをご参照ください。

法人のお客様（産業廃棄物として廃棄される場合）
当社は資源有効利用促進法に基づき、回収・リサイクルシステムを構築し、積極的に資源の有効利用につとめています。
回収・リサイクルのお見積り・お申し込みについては上記Webサイトをご参照ください。

「ディスプレイのリサイクル」について
https://www.nec-display.com/jp/environment/recycle/display.html

個人のお客様

・相談窓口

“PCリサイクルマーク”のシールが貼り付けられている当社製品は、ご家庭からの排出時、新たな
料金負担を頂くことなく、当社が責任を持って回収・リサイクルいたします。
※ “PCリサイクルマーク”のない製品は、排出時、お客様に回収・リサイクル料金をご負担頂きます。
※ 本機をご購入いただいた個人のお客様には、お申込みいただくことにより、無償で“PCリサイクルマーク”
を提供いたします。
お申し込み方法は上記Webサイトをご参照ください。 

● この商品には保証書を添付しています。
 保証書は必ず「お買上げ日・販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店からお受け取りください。
 内容をよくお読みのあと、大切に保存してください。
● 保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または修理受付／アフターサービス窓口にご相談ください。
 修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。
● その他、アフターサービスについてご不明の場合は、お買上げの販売店か、修理受付／アフターサービス窓口へご相談
ください。

● 部署名、電話番号、受付時間などについては変更になることがありますのでご了承願います。
最新情報につきましては、当社ホームページにてご確認ください。

保証とアフターサービス

NECモニター・インフォメーションセンター 電話番号：0120-975-380（フリーコール）

・NECディスプレイ インターネットホームページ
NECディスプレイについての説明、新製品情報など
https://www.nec-display.com

お 客 様
相 談 窓 口

受 付 時 間
月～金曜日 9:00～18:00
（土･日･祝祭日は休ませていただきます。また、これ以外の当社休日につきましても休ませ
ていただきますので、ご了承願います。）

修理受付／アフターサービス窓口

アフターサービスを依頼される場合はつぎの内容をご連絡ください。
● お名前 ● 製造番号（本機背面のラベルに記載）
● ご住所（付近の目標など） ● 故障の症状、状況など（できるだけ詳しく）
● 電話番号 ● 購入年月日または使用年数
● 品名：マルチシンク液晶ディスプレイ
● 型名：LCD-P212 シリーズ

個人ユ－ザ－様の窓口

121コンタクトセンター

フリーコール：0120-977-121

03-6670-6000（通話料お客様負担）

    

法人ユ－ザ－様の窓口

NECモニター・インフォメーションセンター

フリーコール：0120-975-380

受付時間：月～金 9:00～18:00

携帯電話、PHSなどフリーコールをご利用できない
お客様はこちらの番号へおかけください。

最新の情報については、
http://121ware.com/121cc/ をご覧ください。 休日は、土曜・日曜・祝日および年末年始等の

所定休日とさせていただきますので、ご了承願います。

© NEC Display Solutions, Ltd. 2019 Printed in China

故障かな？と思ったら…
このようなときは、チェックしてください。

注意
市販のアームに取り付ける場合は、以下の向きで設置してください。

例

1. コンピューターと本機を接続する
・ 信号ケーブル※
・ USBケーブル
・ キャリブレーションセンサー
※： 信号ケーブルはDisplayPort ケーブルを推奨します。

3. 本機付属の品質管理ソフトウェア（GammaComp MD QA）をコンピューターにインストールする
インストール方法は品質管理ソフトウェアCD-ROM内の取扱説明書をご覧ください。

4. 「GammaComp MD QA」の「ディスプレイ情報一覧」①にて、モデル名が「P212」②、「ディスプレイ状
態」および「ディスプレイの構成状態」③が「正常」であることを確認する
「正常」の表示が無い場合は、モード選択④で「エキスパートモード」を選択し、「管理者」タグ⑤のシステム設定から、
「ディスプレイ構成の再初期化」⑥を選択し、「詳細設定」⑦をおこなってください。

5. 「詳細設定」をおこなう
「詳細設定」の「モニター」で「P212」、「ディスプレイインターフェイス
モード」で「NECDisplay」を選択します。
選択項目にない場合は、「自動設定」を行います。
「自動設定」でも「P212」が表示されない場合は、ケーブルの抜き差し
をおこなうか、本機の電源をいったん切り、もう一度電源を入れなおし
てください。

7. 「了解」でキャリブレーションタグに戻り、目標輝度が変更されたことを確認する
これで品質管理ソフトウェア（GammaComp MD QA）の目標輝度設定が完了しました。

8. 「キャリブレーション開始」を押してキャリブレーションを実行する
GammaComp MD QAによるキャリブレーションをおこなうと、その後、自動的に本機PICTURE MODE「5」に記
憶されます。⑪

6. 「キャリブレーション」タグ⑧の「キャリブレーション設定」⑨を選択して設定画面を開き、適切な目標輝
度⑩に設定する
JESRA 管理グレード -1Bの場合：170cd/m2 以上、JESRA 管理グレード -2の場合：100cd/m2 以上、
推奨値は180cd/m2 です。「実行者名」を入力し、「適用」を押すと設定値が反映されます。

2. 電源コードを接続し、本機の電源を入れてから、コンピューターの電源入れる

目標輝度を高くしすぎると、バックライトの輝度寿命が短くなります。

キャリブレーションおよび受入試験で基準値を作成し、その後にQAテストの「定期的な
不変性試験」を以下の間隔で実行してください：
稼働開始から ３ヶ月後（または500時間）
  ６ヶ月後（または1,000時間）
  以降６ヶ月毎
不変性試験はできるだけ基準値作成時と同じ環境でおこなってください。
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画面に何も映らない 電源ランプが点滅している
場合

本機の故障である可能性があります。販売店または修理受付／
アフターサービス窓口にご相談ください。

電源ランプが橙色でゆっく
りと明るさが変化する場合

OFF MODE機能でOPTIONが選択されている可能性があり
ます。本体正面のMENUボタン、上下左右ボタンのいずれかの
ボタンを押してください。

症　状 状　態 原因と対処

電源ランプが点灯しない
場合

電源スイッチが入っていない可能性がありますので、確認してく
ださい。

電源ランプが緑色または青
色に点灯している場合

OSD画面を表示し、以下の項目を確認してください。

OFF MODE機能でOFFが選択されている場合は以下の項目を
確認してください。

電源ランプが橙色に点灯し
ている場合

パワーマネージメント機能が作動している可能性があります。
キーボードの適当なキーを押すか、マウスを動かしてください。

OFF MODEの設定がSTANDARDの場合は、設定を
ADVANCEDに変更してください。

信号ケーブルが本機またはコンピューターのコネクターに正し
く接続されていない可能性がありますので、確認してください。

変換アダプターが正しく接続されていない可能性がありますの
で、確認してください。

コンピューターの電源が入っていない可能性がありますので、確
認してください。

● OSD画面が表示されない場合は故障の可能性があります。
販売店または修理受付／アフターサービス窓口にご相談くだ
さい。

● コンピューターのパワーマネージメント機能が作動している
可能性があります。キーボードの適当なキーを押すか、マウス
を動かしてください。

● コンピューターの電源が入っていない可能性がありますの
で、ご確認ください。

● 正常な状態でOSD画面が表示されれば故障ではありません。
「ブライトネス・コントラスト」の「ブライトネス」と「コント
ラスト」を調節してください。

● OSD画面が正常に表示され、「ブライトネス」と「コントラス
ト」を調節してもコンピューターの画面が表示されない場合
は、コンピューターとの接続、コンピューターの周波数、解像
度、出力信号の種類を確認してください。

電源コードが正しく接続されていない可能性がありますので、確
認してください。

電源コンセントに正常に電気が供給されているか、別の機器で確
認してください。

電源コードをコンピューターの本体のコンセントに接続してい
る場合は、コンピューターの電源を入れていない可能性がありま
す。コンピューターの電源が入っているか確認してください。

OFF TIMERもしくはPOWER SAVE TIMERが作動している
可能性があります。OFF TIMERもしくはPOWER SAVE 
TIMERをOFFにしてください。

症　状 状　態 原因と対処
画面が表示しなくなった 正常に表示されていた画面

が、暗くなったり、ちらつく
ようになったり、表示しな
くなった場合※

新しい液晶パネルとの交換が必要です。販売店または修理受付／
アフターサービス窓口にご相談ください。

電源ランプが点灯しない
場合

LED BRIGHTNESS調節機能で輝度を下げていると電源ランプが点灯しない場合がありま
すので、確認してください。

画面に「NO SIGNAL」
が表示された※1

信号ケーブルが本機またはコンピューターの
コネクターに正しく接続されていない可能性
があります。

信号ケーブルを本機およびコンピューターの
コネクターに正しく接続してください。

症　状 状　態 原因と対処

画面に「OUT OF 
RANGE」が表示された※2

本機に適切な信号が入力されていない可能性
があります。

入力周波数またはコンピューターの解像度を
変更してください。

画面に「RESOLUTION 
NOTIFIER」が表示された

ご使用のコンピューターから出力されている
解像度の信号が推奨サイズ以外に設定されて
います。

コンピューター本体の解像度を本機の推奨解
像度にしてください。そのままの解像度をお
使いでこれを表示させたくない場合は、
RESOLUTION NOTIFIER をオフ（非表示）
に設定してください。

画面に「INTERLACED 
SIGNALS ARE NOT 
SUPPORTED.」が表示
された

インターレースの信号が入力されています。 OSDの表示にしたがって画面を表示させて
ください。画面が表示している間にコン
ピューターなどの接続機器の設定をインター
レースからプログレッシブに切り替えてくだ
さい。

本機の対応する解像度よりも高い解像度の信
号を入力しています。

入力周波数またはコンピューターの解像度を
変更してください。

信号ケーブルが断線している可能性がありま
す。

信号ケーブルが断線していないか確認してく
ださい。

コンピューターの電源が切れている可能性が
あります。

コンピューターの電源が入っているか確認し
てください。

コンピューターのパワーマネージメント機能
が作動している可能性があります。

マウスを動かすかキーボードのキーを押して
ください。それでも表示されない場合は、OFF 
MODEを選択し設定を変更してください。

信号が劣化している場合があります。 DIGITAL LONG CABLEを選択し、信号の劣
化を補正してください。

VIDEO DETECTが作動していない可能性が
あります。

INPUTボタンで入力を選択してください。

アナログ信号が正しく選択されていない。 ANALOG DETECTを選択し、表示したい入
力信号に設定してください。

※1 コンピューターによっては、解像度や入力周波数を変更しても正規の信号がすぐに出力されないため、注意画面が表示
されることがありますが、しばらく待って画面が正常に表示されれば、入力信号は適正です。

※2 コンピューターによっては電源を入れても正規の信号がすぐに出力されないため、注意画面が表示されることがあり
ますが、しばらく待って画面が正常に表示されれば入力信号の周波数は適正です。

表示されないときは…
案内画面／注意画面が表示されたら…

その他の症状のときは・・・
Webサイト内の取扱説明書をご覧ください。
https://www.nec-display.com/dl/jp/dp/man_dim/index.html


